
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

被爆77年を迎えた広島・長崎から，平和への祈りの輪を広げるため，米国のNGO・核脅威イニ

シアティブ（NTI）や長崎県と協働して，今年2年目となるSNSを利用した#CranesForOurFuture

キャンペーンを実施し，日本や米国のほか，英国，オーストラリア，オーストリア，ドイツ，ト

ルコ，インド，スイス，韓国，メキシコ，アルゼンチン，ウガンダ，オランダなど，世界各地か

ら多くの方にご参加いただきました。ありがとうございました。 
 

１ キャンペーンの広がり  

（１）Twitter及びInstagramにおける広がり 

◆#CranesForOurFutureハッシュタグ付きの投稿数 約800件 

◆エンゲージメント数（投稿へのいいね，返信，リツイートの数） 約21万件 

◆インプレッション数（投稿閲覧数） 約1,600万件 
※ TwitterとInstagramの投稿合計（リールや動画を含む）。ただし，非公開アカウントは含まない。 

※ このほかにYoutube投稿もあり，投稿は少数ながら閲覧数は約3万件，エンゲージメント数46,000件となった。 

 

（２）著名人等の参加 

   国連グテーレス事務総長，オノ・ヨーコ氏等，多くの方にご参加いただきました。 

(別紙参照) 
 

２ キャンペーン投稿写真をもとにしたモザイクアート  

皆様から投稿いただいた写真をもとに，

モザイクアートを作成しました 

（右図）。 

特設サイト上で公開するほか，平和記念

公園内にある「原爆の子の像」に奉納する

予定です。 
※ モザイクアートに使用している写真は，個別

に広報の使用許可をいただいたものを使用

しております。 
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世界で約 1,600 万件のインプレッション（投稿閲覧数）を達成 

#CranesForOurFuture SNS キャンペーン結果発表 
（未来へのおりづるキャンペーン） 

 

【特設サイト】 http://cranesforourfuture.org/jp/home 

 



【参考１】TikTokにおける広がり（若年層向け企画） 

◆#CranesForOurFutureハッシュタグまたはTikTok オリジナルおりづ

るステッカーを使用した動画投稿数 
642 

◆エンゲージメント数（投稿へのいいね，コメント，シェアの数） 約57,000 

◆視聴数 約1,400,000 

※ 非公開アカウントも含む。 

※ 次世代を担う若年層に，平和な世の中に想いを馳せてもらうため，若年層を中心に利用されているモバイル

向けショートムービープラットフォーム｢TikTok(ティックトック)｣を運営するByteDance株式会社と連携し，

TikTok人気クリエイター協力のもと動画配信を通して当キャンペーンを周知する取組を実施しました。（同社と

広島県は2020年7月に県政コミュニケーションに係る連携及び協力に関する協定を締結） 

 

 

【参考２】キャンペーン概要  

（１） 期間：令和4年8月5日（金）～8月９日（火） 

（２）実施主体 

広島県，長崎県，核脅威イニシアティブ（NTI），へいわ創造機構ひろしま（HOPe） 

（３）広報協力 

TikTok Japan(ByteDance株式会社) 

（４）キャンペーン参加方法 

ア．折り鶴を折る。 

イ．折り鶴と一緒に写真や動画を撮る。 

ウ．平和へのメッセージとともに，#CranesForOurFutureをつけてSNS（TwitterやInstagram

など）に投稿する。 

エ．家族や友人に参加を呼びかける。 

 

核脅威イニシアティブ（NTI: Nuclear Threat Initiative） 

 大量破壊兵器による破滅的な攻撃や事故を防ぐことを目的とする無党派の非営利団体。2001年に米国で

設立され，世界中のリーダー，パートナー，市民とともに，政策の立案や提言を行っている。 

これまでに広島県とNTIとは，核軍縮研究国際ネットワーク会議への参加，ひろしまレポートへの寄稿，

ひろしまラウンドテーブルへの参加，広島－ＩＣＡＮアカデミーへの参加者推薦など様々な事業で協力を

いただいている。 

 

 

【参考３】キャンペーン広報でNTIが作成した動画イメージ 

 

 

 

 

 

 

未来へのおりづるキャンペーンHPよりご覧いただけます。（日本語字幕付き） 

 

 



 
 

別紙 

【参加いただいた著名人の皆様】 
 

 
 オノ・ヨーコ アーティスト 
 グテ－レス国連事務総長 写真① 
 スラウビネン NPT 議長／アルゼンチン大使写真② 
 ジョージ・タケイ 俳優 写真③ 
 中満泉 国連事務次長兼軍縮担当上級代表 
 佐々木祐滋 NPO 法人サダコレガシー副代表（佐々木禎子さんの甥） 
 佐藤寿人 元サッカー選手 
 広島 JT サンダース選手の皆さん 
 コカ・コーラレッドスパークスホッケー部選手の皆さん 
 広島ドラゴンフライズ選手の皆さん 
 湧永製薬ハンドボール部選手の皆さん 
 広島 F・Do フットサルチーム選手の皆さん 
 サンフレッチェ広島，サンフレッチェ広島レジーナの皆さん 
 トヨタ車体株式会社 ハンドボール部 BRAVE KINGS の皆さん 
 STU 2 期生メンバーの皆さん 
 HIT 観光大使の皆さん 
 Rose Gottemoeller 元アメリカ国務次官（核軍縮・不拡散担当） 
 William J. Perry 元アメリカ国防長官  
 Ted Turner CNN 創設者 写真④ 
 William C. Potter ジェームズ・マーティン不拡散研究センター所長 
 Arms Control 軍備管理協会の皆さん 
 アメリカ下院議員の皆さん  

など多数 
 
 
【参加いただいた駐日大使館・国連機関等の皆様】 

 

 国連ジュネーブ本部 
 国連カナダ政府代表部 
 駐日マルタ大使館  
 駐日ジョージア共和国大使館 

 

写真①グテ－レス国連事務総長 

写真④テッド・ターナー氏 

写真②NPT スラウビネン議長 

写真③ ジョージ・タケイ氏 


